


　北は日本海、南は瀬戸内海を経て太平洋を臨む兵庫県は、総延長約800km

にも及ぶ変化に富んだ海岸線を有し、古来から多彩な漁業が営まれてきました。 

　全国に名高い日本海の松葉ガニや瀬戸内海の明石鯛はもとより、ノリ、シラス、

ハタハタの生産量は全国１位、イカナゴ、タコ、アナゴ、ホタルイカなども全国上位を

占めるなど、兵庫県は全国有数の漁業生産県です。 

　こうした豊富な海の幸を生かして、はもすき、かにすき、鯛そうめん、イカナゴの

くぎ煮など、兵庫ならではの食文化が育まれてきました。そしてまた、魚を中心と

する日本型食生活は、栄養バランスにも優れ、私たちの日々 の健康を支えてくれ

ているのです。 

　豊かな海を守り、水産物を安定的に供給していくためには、森・川・海のつな

がりや自然が本来持つ力を回復・再生していくことが何よりも大切です。このため、

漁業者の力を合わせて、森づくりや海浜の清掃、天然資源の適切な管理などに

取り組んでいます。 

 　この冊子は、兵庫の水産の魅力をお伝えするとともに、豊かな海を守るため

の漁業者の取り組みなどについて分かりやすく取りまとめたものです。県民の皆

様をはじめ多くの皆様にご活用いただき、兵庫の水産物や食文化への理解を

深めていただく一助となることを期待します。 

　夢と希望に満ちた元気な水産業の実現に向け、引き続き、皆様のご支援とご

協力を心からお願いします 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１７年９月  

ごあいさつ  
 
 
 

兵庫県知事 井 戸 敏 三  
 

財団法人兵庫県水産振興基金理事長  
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　海岸に山が逼り、断崖絶壁が多く見られます。この地

形的な特徴と冬の厳しい波浪により、浅場は河口や湾内

に限られています。 

　水深200m以深は、水温が低温で安定しており、ズワ

イガニやアカガレイなどの冷水性の魚介類が棲息してい

ます。 

 

　比較的浅くて変化に富んだ地形、鹿之瀬（※）や河口から

広がる砂洲、海峡付近の速い流れなどによって引き起こ

される様々な作用が組み合わさり、魚介類が豊富な海域

です。 

　しかし、大阪湾や播磨灘の沿岸では、高度経済成長期

以降、海岸の埋立てや護岸工事が急速に進み、漁業に深

刻な影響を与えています。 

 

　兵庫県は、日本海と瀬戸内海に面し、「日本の縮

図」と言われています。県土は、中国山地から続く山々

により北部と南部に分かれています。 

　気候や自然は北部と南部で大きく異なっています。

北部は冬の積雪で特徴付けられ、南部は温暖で

比較的乾燥しています。 

　変化に富んだ自然に育まれ、北の魚も南の魚も、

新鮮で美味しいものが揃います。 

兵 庫 県 の 自 然 
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須磨海岸（神戸市） 余部鉄橋（香美町） 

はさかり岩（豊岡市） 生島（赤穂市） 

瀬戸内海 日本海 瀬戸内海 日本海 

日本海 瀬戸内海 

せま 

せいそく 

（※）播磨灘東部にある大規模な砂の瀬 

兵庫県 



　蛸壷や釣り、鯛網や巾着網など、季節に合わせていろ

いろな魚を獲る沿岸漁業が発達しました。戦後は、ノリ

養殖を始めとする養殖業も盛んになり、現在では、総水

揚げ金額の半分近くを占めています。 

　漁船漁業の主流は、小型底びき網漁業と船びき網漁

業となっています。漁船漁業の水揚げは、船びき網漁業

の漁獲に大きく左右されて変動が大きいものの、5万か

ら8万トンの間で推移してきました。 

　平成15年の漁船漁業の水揚げは、約6.4万トン、約

228億円で、小型底びき網漁業が約1.1万トン、船びき

網漁業が約2.8万トンです。 

　神戸・明石や淡路島では、活魚の出荷が多く、消費者

から高い評価を受けています。 

 

 

　動力船の登場とともに、沖合底びき網漁業やいか釣り

漁業が盛んとなり、兵庫県沖から朝鮮半島近海、大和堆（※）

へと漁場開発を積極的に進めました。大量に水揚げさ

れたカレイやニギス等を利用して、塩干品などを製造す

る水産加工業が発展しました。 

　漁獲量は、昭和40年代半ばから50年代初期までは4

万トン程度でした。しかし、昭和60年代以降、いか釣り

漁業と沖合底びき網漁業の漁獲量は大幅に減少し、現在

では2万トン前後で推移しています。 

　平成15年の漁獲量は約1.8万トン、水揚げ金額は約

92億円です。現在でも、沖合底びき網漁業を始めとす

る沖合漁業が盛んな地域で、水揚げされるものの多くが

塩干品やボイル製品などに加工されています。 

 

やまとたい  

たこつぼ たいあみ きんちゃくあみ 
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瀬戸内海 日本海 

日本海 瀬戸内海 日本海 瀬戸内海 

その他 

べにずわいかにかご 

沿岸いか釣り 

沖合いか釣り 

大型定置網 

沖合底びき網 

 

その他 

釣り 

刺網 

船びき網 

小型底びき網 

 

漁業種類別漁獲量（日本海） 

漁業種類別漁獲量（瀬戸内海） 
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　　　０ 
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ン 
） 

５０,０００ 

４５,０００ 

４０,０００ 

３５,０００ 

３０,０００ 

２５,０００ 

２０,０００ 

１５,０００ 

１０,０００ 

  ５,０００ 

　　　０ 

 

 

S３３　　S３８　　 S４３　　S４８　　S５３　　S５８　　S６３　　 H５　　 H１０　　H１５ 

S３３　　S３８　　 S４３　　S４８　　S５３　　S５８　　S６３　　 H５　　 H１０　　H１５ 

（※）日本海のほぼ中央部に位置する大規模な瀬 



日本海日本海日本海主な漁業主な漁業主な漁業
沖合に棲む冷水性の魚介類や回遊性の魚を獲る漁法が発達しました。
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沖合底びき網漁業
　30～95トンの大型船を使用し

ます。漁期は9月から翌年5月です。

水深100～500mの海域でズワ

イガニ、カレイ類、ハタハタなどを

漁獲しています。最近では春先の

ホタルイカも有名です。

いかつり漁業

　主に10トン未満の漁船で行われ

ています。春のスルメイカに始まり、

梅雨明けからのシロイカ（ケンサキイ

カ等）、夏以降のアカイカ（ソデイカ）

へと対象を変えながら続きます。

　最近、活けイカの流通が始まりまし

た。

べにずわいがにかご漁業
　主に19トン級の漁船を使用し

ます。漁期は9月から翌年6月（※）

です。隠岐沖合等の水深800～

1000ｍの海域が主な漁場です。

陸揚げされたカニはすぐに茹でられ、

れ、主にカニ缶等の加工原料とし

て利用されます。

　最近は、「香住がに」として売り

出しています。

大型定置網漁業

　大敷網ともいい、岸から延び

る垣網は沖合に１ｋｍ以上張り

出しています。

　アジやブリ類などの回遊魚や

タイを主な対象魚としています。

　上空から見ると壮大な美しさ

です。

おおしきあみ

かきあみ

ゆ

す

（※）平成17年度から、資源回復のため6月の1ケ月は休漁

200ｍ

500ｍ



日本海主な漁業
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瀬戸内海瀬戸内海瀬戸内海
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主な漁業主な漁業主な漁業

　網を底につけて船で曳き、海底

付近にいるカレイ類やエビ、アナ

ゴやタコなどを獲っています。漁

具や網を拡げる道具によって、板

びき、ちんこぎ、まんが、石漕ぎな

どの名前がついています。季節や

地域によって漁具や獲る魚が変

化します。

　2隻の漁船で表中層を曳き、イ

カナゴの子（シンコ）やカタクチイ

ワシの子（シラス）を漁獲します。

　新鮮なうちに出荷・加工する必

要があるため、漁獲物は運搬船に

より港へ急送されます。

小型底びき網漁業

（ちんこぎ）

（板びき）

船びき網漁業

釣り漁業

　手釣り、ひきなわ釣りなど様々

な漁法があります。沼島のアジ、

大阪湾のタチウオ、海峡周辺のマ

ダイなどが有名です。

ひ

こ

ガ
ザ
ミ

エ
ビ
類

比較的浅い海と季節ごとに変わる多種多様な魚に
合わせた漁法が発達しました。

小型底びき網

チェーン

開口板



瀬戸内海主な漁業
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主な漁法と獲れる魚
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兵庫の名物
　すぐに頭に浮かぶのは、明石の鯛や鮹、高砂の穴子、但馬の松葉蟹（ズワイガニ）でしょうか。最近では、沼島の

釣り鰺、西播の牡蠣、但馬の蛍烏賊もあります。

　また、加工品では、いかなごのくぎ煮、鰈や鰰の干物などが有名です。

　この他にもまだまだおいしいものが盛りだくさんです。探せば、思いもかけない発見があるかも知れません。

ひと休み

あじ か　き ほたるいか

かれい はたはた

まつばがに

　瀬戸内海では、戦後、ブリ類などの魚類養殖が盛んになり

ましたが、昭和50年代以降、赤潮被害の影響などで衰退し

ました。ノリやワカメの養殖は昭和40年代から盛んになり、

ノリ養殖は日本一の生産をあげています。カキ養殖は、平成

に入ってから本格的に始まりました。

　養殖業の平成15年の生産額は約185億円です。ノリ養

殖は、約156億円、16.5億枚を生産しています。カキ養殖

は約16億円、6.7千トンを生産するまでになりました。ワカ

メの生産量は約2.3千トンまで減少しました。

ノリ養殖業

　瀬戸内海沿岸のほぼ全域で行われ、ノリ網を水面に浮か

べる「浮き流し式」で生産されています。コンビニエンスス

トアなどで販売されている「おにぎり」用などに使用されて

います。

カキ養殖業

　西播の相生市と赤穂市を中心に行われています。ホタテ

の貝殻に付けたカキを、イカダに吊って養殖します。

12,000
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8,000

2,000

Ｓ33 Ｓ38 Ｓ43 Ｓ48 Ｓ53 Ｓ58

魚類他養殖
Ｓ63 Ｈ5 Ｈ10 Ｈ15

0

マダイ
その他
ブリ類

ワカメ
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量（
億
枚
）
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）
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ノリ養殖生産量
Ｓ63 Ｈ5 Ｈ10 Ｈ15

生カキのり養殖：刈り取り風景

日本海 瀬戸内海
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　香美町を中心に、沖合底びき網漁業で漁獲されるカレ

イ類やハタハタなどを利用した塩干製品の生産が盛んで、

地域の名産となっています。

　ズワイガニやベニズワイガニ、ホタルイカを利用した

ボイル製品の生産が行われています。

　船びき網漁業で漁獲されるイカナゴ新仔の釜揚げや、

カタクチイワシ（シラス）のチリメンの生産が盛んです。

　イカナゴ新仔の佃煮である「いかなごのくぎ煮」は、春

の風物として定着しています。

水 産 加 工 業

海を知りたい。川を考えたい。

ひと休み

（①～④の見学には事前の申し込みが必要です）

日本海日本海 瀬戸内海瀬戸内海日本海 瀬戸内海

いかなごのくぎ煮ボイルしたホタルイカ

ハタハタ・ニギス・
カレイの干物 チリメンの天日干し

しん　こ

しん　こ

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦

同センター但馬水産技術センター 香美町香住区 電話：0796-36-0395

電話：0796-36-1395
同センター内水面漁業センター 朝来市田路 電話：079-678-1701

香美町香住区

http://agri.pref.hyogo.jp/nsiweb/web2/nougi/



をををるるるるる魚る魚をる魚をる魚を食べることができる魚とがでことがべること　安心して食
のののムのムるため、流通システム、流通ため、流るため食卓に届ける海・川・森の豊かさを海・川　海　海

業者による者による者によるるるため、漁業者守る るるるる
。。。未来未来来への来へのの施の施の施の施ののの施の施のののの未来への未来へのへへへへへへへへ来来来来未未未未 施施施施施策施策施施施施施施策策策策策策策策策策策策来来来来来来来来来来 施策施策策策策策策策未未 へへへへへへ未未 施策施策施策施策施策施策施施施施策策来来 策策策策のの施策施策来来 策策施策施策来来 施施来へ来へ 施施施施施施施策施策来来 施施へへ 策策来来 施施来来 策策来来 施策施策へへ 策策のの施策施策ののの施策の施策施策施策策策施施施策施策施施未未 施策施策未来への施策

海から食卓までをサポートします！！！！
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　「おいしさ」は、味はもちろん、　「おいしさ」は、味はもちろん、　「おいしさ」は、味はもちろん、いしさ」は　「おいしさ」は、味はもちろん、いし　「おいしさ」は、味はもちろん、いし　「おいしさ」は、味はもちろん、いし　「おいしさ」は、味はもちろん、いし　「おいしさ」は、味はもちろん、」は　「おいしさ」は、味はもちろん、」は　「おいしさ」は、味はもちろん、、
全性や値段なども含めて「安全性や値段なども含めて「安値段など値段など安全安全全性全性安全安全安安安安 値段なども含値段なども含値値値段値段性性性性 値段なども含値段なども含値値 「安「安安安安安 段段 どもども段な段なやや全全全全全全性性性性 ども含めてども含めて値段など値段など性性 値段なども含値段なども含値値値値 なな値段なども含め値段なども含め値値 めて「安めて「安安安安安 なな めめ値値全全全全 「安「安安安安安 ども含ども含段段性や性や値値性性性性性や値段なども含め性や値段なども含め段段などなどなな全全 どど段段全性全性安全安全 段段 安安安全安全全全全全 「安「安安安 値値 ども含ども含全全 めてめて段な段な て「安て「安安安全性や値段など全性や値段など全全 値段など値段など値値性性 段段 も含も含値段値段性や値段なども含性や値段なども含段な段な 安安安安 性や値段なども含めて性や値段なども含めてどど値値 「安「安安安 値段値段や値段なども含め安全性や値段なども含めて「安性や値段なども含めて
て気分良く」食べることて気分良く」食べること分良く」分良く」 べべべべべべべべしてして心し心し心心心心 くく気分良く」食気分良く」食良良 」食」食心心 良良良良ししししてててて気分良く」食べること気分良く」食べること食食良良 食べる食べる心心 良良 食食良良 食食べべべべべべ良く良く分良く」食べること分良く」食べること分分気分良く」食気分良く」食気分気分してして 食べ食べべべ良良 食べる食べるくく気分良く」食べるこ気分良く」食べるこ心心 てててて べるべる食食良良気気分分心して気分良く」食べること心して気分良く」食べるこ
まれます。まれます。。。生ま生まで生で生 。。まままままれまれでで生生生生 ます。ます。まままれますまれます生生生生まま ままで生で生 ますますまままれまれでで まれますまれますでで すすでで すす生生 すすででで生まれます。

　海から食卓まで、水産物の物の　海から食卓まで、水産物のから食卓まで、水産物の　海から食卓まで、水産物ので、水産　海から食卓まで、水産物のか　海から食卓まで、水産物のまで　海から食卓まで、水産物のら食卓　海から食卓まで、水産物の卓ま　海から食卓まで、水産物のの　海から食卓まで、水産物のの　海から食卓まで、水産物の物の　海から食卓まで、水産物の産物　海から食卓まで、水産物のまで　海から食卓まで、水産物ので、　海から食卓まで、水産物の海か　海から食卓まで、水産物のか　海から食卓まで、水産物の　海　海から食卓まで、水産物の　　海から食卓まで、水産物ので、水産
確確確確の確の確のの性の性の確確確確の確の確の確の確のののののの性の性の性性全性全性全全全全性性性性性性全性全性全性全性全全全全全全全全全全安全安全した供給と安した供給と安全全した供給と安全した供給と安全性性しししたした と安と安た供た供供給供給給と安給と安供給供給 安安安全安全全性全性安全安全定し定し定し定し定し定し定定しし安定安定安定安定安定安定安安 のののののののののの性の確性の確の確の確の確の確性の性の性の性の確確確確のののの確確確確確確給給給給給給 性性性性性性性性供供供供給給給給定定定定定定定定 安安安安安安安安安安安安 給給給給給給供供 確確確確確確確確確確全全全全しししししししししし 性性性性性性性性たたたたたたたたしたしたたた とととと供供供供供供 確確確確確確性性性性性性性性 確確給給供供 確確定定 給給 のの給給 のののののののの定定 給給と安と安と安と安安安安安安安 確確供供 のののの確確確確全全安安安安安安安安 のののののののの給給 確確供供供供供供供供供給供給定定 供供供供供供 性性 確確性性給給給給 確確性性 確確とと 全全性性性性安安安安たた安安 全全全全全全 確確確確給給と安と安と安と安安安 給給 確確確確給給定定定定 確確全全全全定定定定定定 給給と安と安と安と安安安 確確性性 確確給給 性性定定 性性性性 確確給給供供 性性給給給給 安安安安安安定定 供供供供供供 確確性性 確確確確給給定定 給給 安安安安 たた 確確供供定した供給と安全性の確安定した供給と安全性の確

。。。。。。。。す。す。すすすすますますますますきまきまきまきまりりりりりりり組り組組組り組り組組組組組組ん組ん組ん組ん組組んんんんんんんんんんでででででででいきまでいきまでで保に取り組んでい保に取り組んでい保に取保に取保に保に ででででででんん組んで組んででで ます。ます。きます。きます。り組り組り組り組組組り組り組組組組ん組んんんんんんんんんんでんでんでんででででででいでいでいでいいいでいでいきききき取取取取保保保保保保保に取り組保に取り組り組り組り組り組 ききききききままきまきまきまきまきまきまに取に取 組組組組組組組組組組組組組組組組 でででででで すすすすすすんんんん組組組組り組り組 。。んんんんんん保に取り保に取り きまきまきまきま取取取取 いいいいいい保に取保に取取取 組組り組り組 きき すすりり いい取取 組組 すすすすり組り組り組り組組組組組組組り組り組組組組組り組り組り組り組保保保保保保 きまきま取取取取 ききでででででで取取取取 ますますきまきまきまきまにににににに んんんんり組り組組組 でででででで保保保保保保 ますます保保保保保保 んでんで すすり組んでり組んで保保保保 すすすすききりりにに り組り組取取り組んでり組んで取取保保保に取り組んでいきますに取り組んでいきます。

　衛生的で使いやすい漁村やや
漁港を整備し、安全でおいしい
魚を消費者に届けます。
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　安心して漁業を営み、魚を安定　安 業を営み、
て供給するため、漁家と漁協のして供給す 家と漁協ののの

化や後継者対策に取り経営の合理化や後継 取り取り
組んでいきます。



おいしく食べて　魚をお
ため、各地の伝もらうた
料理や季節に統的な料統的な
食べ方を発信した食あった
ます。きまていき

野菜

　水質を調査したり、海底に溜まっ
たゴミを持ち帰るなど、魚の暮らし
やすい環境が保たれるように努力
しています。し

系のバラン系　生態系
さずに魚やさスを崩さスを崩さ
やすため、やや貝を殖や貝
で育てた魚でで人の手で人
子供を放流子子や貝の子や
す。すますしていまし

　これからも漁業を続けていくため、　これからも漁業を続けていくため、　これからも漁業を続けていくため、
海と魚が今どういう状況なのか、どう
すれば改善できるのかを調査研究し
ています。その結果は漁業を末永く
続けていくための方策の基礎となり続
                   ます。ま      

　　
　　小さな魚は逃がし　
ます。卵を産もうとし
ている魚は保護します。
漁業者の経験と調査・
研究の成果を活かし、
魚を殖やすために努
力しています。力

えやすい海　魚が殖え
め、エサ場やにするため
なる魚礁を隠れ家とな
います。設置してい

11



　森は川に様々な影響を与えています。しっかりと
張り巡らされた木々の根は、土壌を守ります。腐葉

土の層は、植物に必要な栄養塩類を作り出すとともに、

スポンジの役目を果たして、雨水を一時的に貯え、

ゆっくりと川へ送り出します。

　川では水辺林や森からの落ち葉や落下昆虫が、
川の生物の大切なエサになっています。

　また、木々がつくる木陰は、直射日光を遮り、川の

水温を安定させます。

　川は川の生き物の生活の場だけではありません。

ホタルやトンボのように川と陸を利用する生物や、

サケやウナギ等の川と海を行き来する魚の場でも

あります。

　そして、豊富な栄養を含んだ川は、海へと恵みを

供給します。

　沿岸では、豊富な栄養と光を利用して生産（光
合成）が盛んに行われます。普段は沖で生活してい

る魚も、産卵・生育などの大切な時期を沿岸で過ご

すことも多く、干潟や藻場はその代表例です。

　藻場や干潟は、海の生き物にとって栄養の貯蔵庫

であるとともに、その浄化機能は海の環境を保つの

に必要で、重要な場所です。

　生き物は、見た目よりもはるかに複雑につなが
っています。そのつながりはお互いに関係をもった

立体的な網のようなものです。この関係に特に依存

する生き物もいます。ある一つのつながりに問題が

生じると、多くの生き物に波紋のように影響が及び

ます。
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　漁業は、自然の海に生活する魚や貝を獲

ることから始まります。

　海の生き物が必要とする栄養や干潟をつ

くる土砂は、山で生まれ、川をとおって海へ運

ばれます。

　汽水域や沿岸は、海と陸とが密接につな

がる非常に重要な場所です。

　水産業を末永く続けていくためには、海・川・

森と人が「いい関係」を築き、自然を守ってい

くことが大切です。

～漁業は、海の生き物　海・川・森のつながり海・川・森のつながり海・川・森のつながり

森・山

干潟

木陰

水 栄養塩

分解
還元

水辺林

ゴカイ

カニ
貝

藻類

葉っぱ



　山が荒れると、大量の土砂流出や大水が
起こりやすくなります。流れ出た大量の土
砂は、藻場や岩場などを覆い、海底の様子
を大きく変えてしまいます。大量の水は海
水温を急に変化させます。このため、海の
生物に大きな影響を与えます。　

　山や森の保水能力が下がると、水量が減
って川の流れが細くなり、水温が上がりや
すくなります。川の生き物の分布は水温に
制限されていることが多く、水辺の生物相
に大きな影響を与えます。

　自然環境に配慮しない海岸・河川改修は、
水辺の環境を単純にし、自然が本来もって
いる力を奪います。環境が大きく変動する
と、川や海の生態系は、非常にもろく不安
定になってしまいます。
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ところ
で

　が貯えた栄養を陸に戻すことによって、陸と海の間の物質循環を手助けしています。～海・川・森のつながり

藻場

海

土砂塩類

水辺林

木陰

水生昆虫

エサ場・かくれ場所

産卵

カキ

ノリ

魚

昆虫

水
産
物
供
給

おお



　瀬戸内海では、鯛や、穴子

に鮹など名の通ったものが

たくさんあります。

　季節や地域によって、その

時の旬である魚を獲る工夫

と素材に合わせた料理方法

を考え出してきた成果です。

鯛そうめん　祝いの一品です。鯛と素麺という瀬戸内海の名物どうしが出会って生まれた味です。

はもすき　骨きりした鱧と玉葱をだし汁で。「兵庫のり」はおにぎりや手巻き寿司に最適です。
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魚の旬とは？

　「旬」という言葉をよく目にします。「旬」とはなんでしょうか？一番おいしい時期と一番よく獲れる時期の二つ

の説があります。多くの魚では、よく獲れるのは産卵の直前ですが、本当においしいのはその少し前、卵が出来る

直前です。

ひと休み

風土に培われた香り高い食文化が各地に伝えられています。

兵庫県の海の幸、川の幸兵庫県の海の幸、川の幸兵庫県の海の幸、川の幸

そうめん

はも たまねぎ

つちか

海の幸海の幸（瀬戸内海）（瀬戸内海）

海の幸（日本海）

川の幸



ずわい蟹　焼き蟹、蟹すき、茹で蟹など、冬の味覚の王様です。

山女魚　塩焼きが一番です鮎　川の健康状態が味に出ます

白烏賊　夏の味覚です。活けイカ料理を始め
ています。

蛍烏賊　料理百選で色々な食べ方を提案し
ています。

　日本海では、ずわい蟹や赤鰈、鰰に蛍烏賊など、冷たい海に棲む魚や白烏賊が豊富に水揚げされ、観光の目玉となってい

ます。
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　　鮎が有名です。その他にもあまごや山女魚、桜鱒などの鱒類、藻屑蟹が名物となっています。

　しかし、川の味は山や川の環境悪化によって深刻な危機に瀕し、風前の灯となっています。

兵庫県の海の幸、川の幸
がに し ろ い かあかがれいはたはた ほ た る い か

あゆ や　 ま　め さくらます もく ず が に

ひん

海の幸（瀬戸内海）

海の幸海の幸（日本海）（日本海）

川の幸川の幸
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区　　分 ホタルイカ

1位

ズワイガニ

2位

ニギス類

3位

ハタハタ

1位

ベニズワイガニ

4位

27％ 41％ 14％21％ 13％

全国順位

全国漁獲量 5,454トン 7,165トン 4,495トン15,395トン 18,041トン

兵庫県の割合

日本海

●平成15年 魚種別漁獲量の全国順位（日本海）

日本海
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区　　分 ノリ

1位

イカナゴ

2位

シラス

1位

アナゴ類

5位

タコ類

2位

スズキ類

2位

ハモ

4位

マダイ

6位

養殖カキ

5位全国順位

19％ 23％ 6％ 12％ 5％

全国漁獲量 89億枚 60,076トン

20％

67,621トン

9％

8,683トン

14％

10,136トン61,091トン 2,720トン 14,541トン

3％

224,861トン

兵庫県の割合

瀬戸内海

●平成15年 魚種別漁獲量の全国順位（瀬戸内海）

瀬戸内海
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資料編資料編資料編
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資料編
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季 節 の さ か な （漁法、食べ方、獲れる時期）

ズワイガニ

アカガレイ

カレイ類（ヒレグロ、ソウハチ等）

ハタハタ

ニギス

ノドグロ(アカムツ)

エビ類（ホッコクアカエビ、クロザコエビ等）

ホタルイカ

スルメイカ

シロイカ（ケンサキイカ、ヤリイカ等）

アカイカ(ソデイカ）

ベニズワイガニ

マダイ

ブリ・ハマチ

アワビ

サザエ

－

－

－

日 本 海

アユ

アマゴ、ヤマメ

モクズガニ

瀬戸内海
マダイ

マアナゴ

マダコ

カレイ類（マコガレイ、メイタガレイ等）

スズキ

ガザミ

エビ類（サルエビ、ヨシエビ等）

マアジ

ハモ

シラス（カタクチイワシ幼魚）

イカナゴ

サワラ

ハマチ（ブリ）

タチウオ

ガシラ（カサゴ）

メバル

ノリ

カキ

河　　川

漁業の種類
沖合底びき網

沖合底びき網

沖合底びき網

沖合底びき網

沖合底びき網

沖合底びき網

沖合底びき網

沖合底びき網

いか釣り

いか釣り

樽流し（イカ釣り）

かにかご

一本釣り

中型まき網、定置網、一本釣り

採貝藻

採貝藻

漁業の種類

一本釣り・小型底びき網

小型底びき網

たこつぼ・小型底びき網

小型底びき網、刺網

一本釣り・小型底びき網・刺網

小型底びき網

小型底びき網

一本釣り、小型底びき網

はえなわ、小型底びき網

機船船びき網

機船船びき網

流し網、はなつぎ網、ひきなわ釣り

一本釣り

一本釣り・はえなわ

刺網・一本釣り

刺網・一本釣り

養　殖

養　殖

漁業の種類

1月     2月         3月             4月   5月       6月     

1月     2月         3月             4月   5月       6月     

1月     2月         3月             4月   5月       6月     



          7月 8月     9月        10月            11月  12月

          7月 8月     9月        10月            11月  12月

          7月 8月     9月        10月            11月  12月




